





Akmajian et al. (1984)は三部から構成されているが、第一部で Backgroundを述
べたあと、同書では言語の性質について、第二部 The Structure of Human Language




















































[yama]   （日本語）　　　
[máunt∂n]（英語）
[bέrk]   （ドイツ語）






































  phonemes（音素）→ morphemes（形態素） →　sentences（文）
                                                words（語）
/k//n//h//k//t//i//o//u/...　　　 きのう、本、…  　きのう本を買った。…      [∞ ]
/b//t//k//y//d//ai//o//u/...           I, bought, ... 　　     I bought a book yesterday.... [∞ ]  
図３
この図から分かるように音素とは子音や母音のことであり、 /  /を用いて表す





























Von Frisch (1967), Akmajian et al. (1984: 12-22) によれば、密のありかを仲間に伝
える際に行うミツバチダンスには、円形ダンス（Round Dance）と尻振りダンス
（Tail-Wagging Dance）とがある。前者は密のありかが 10 メートル以内の場合に、


























（Akmajian et al. 1984: 17 より）
図 4
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Von Frisch (1967) によれば、こうしたハチによるコミュニケーションには、人間
言語と同様に、地域方言が存在する。例えば、オーストリアとイタリアのミツバ























“Language is obviously as different from other animals’ communication systems 
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